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◇ お 知 ら せ ◇ 

第１９回西多摩地区安全衛生大会 
                建災防 西多摩分会 

日時 １２月７日（木）１３時３０分～１６時３０分  

   ＊受付開始：１２時３０分  開場：１３時 

場所 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 小ホール 

   ＪＲ青梅線「羽村駅」下車徒歩約７分 

会費  無料 

 大会プログラム 

１．式典 

２．安全衛生活動事例発表  

３．特別講演 

４．決意表明（大会宣言） 

 

 

建
設
業
経
営
改
善
支
援
セ
ミ
ナ
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開
催 

西
多
摩
建
設
業
協
同
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岩
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去
る
九
月
二
十
七
日
、
青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
主

催
の
「
建
設
業
経
営
改
善
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
で
は
建
政
部
建
設
産
業
調
整
官
、
髙

芝
利
顕
様
よ
り
「
建
設
業
の
関
連
施
策
に
つ
い

て
」
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
将
来
的
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
を
念
頭
に
、
十
年
後
を
見
据
え

た
政
策
を
紹
介
し
て
頂
き
、
品
確
法
・
建
設
業

法
・
入
契
法
の
三
位
一
体
の
改
革
が
、
時
代
の

要
請
と
と
も
に
適
切
な
形
に
変
化
し
て
根
付
き

つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 
 

今
回
特
に
注
目
し
た
点
が
、
中
小
企
業
等
経
営

力
強
化
法
に
基
づ
く
「
経
営
力
向
上
計
画
」
で

す
。
生
産
性
向
上
の
方
法
を
示
し
た
経
営
力
向 

 

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
さ
れ
た
組
合

員
の
多
く
は
国
土
交
通
省
の
直

轄
工
事
を
手
掛
け
て
い
な
こ
と

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国

土
交
通
省
で
は
直
轄
工
事
施
工

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
健
全
な
地

域
中
小
建
設
業
者
を
育
成
す
る

た
め
、
様
々
な
施
策
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。 

今
回
あ
え
て
都
心
部
か
ら
離
れ

た
地
域
で
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
そ
の
証
左
で
あ
り
、
こ

う
し
た
方
針
は
と
て
も
有
難
く
、

ま
た
心
強
い
も
の
で
す
。 

意
欲
あ
る
者
は
必
ず
外
部
か
ら

何
か
し
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
ま

す
。
西
建
協
で
は
組
合
員
が
活
用

で
き
る
支
援
を
、
今
後
と
も
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
探
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
積
極
的
に

ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
二
部
で
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ 

 

 

ン
ト
の
藤
原
一
夫
先
生
よ
り
、
地
域 

建
設
業
の
経
営
力
改
善
の
お
話
を 

伺
い
ま
し
た
。 

藤
原
先
生
に
は
弊
社
が
長
年
経
営
指

導
を
受
け
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、
西
多

摩
地
域
の
現
状
を
熟
知
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
ま
た
大
手
建
設
会
社
で
建

築
部
長
と
し
て
の
経
験
も
豊
富
で
、
経

営
上
の
数
値
改
善
に
留
ま
ら
ず
、
施
工

力
の
向
上
・
効
率
化
、
現
場
と
本
社
が

連
携
し
た
管
理
会
計
、
地
域
建
設
市
場

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
知
見
を
お
持

ち
の
方
で
す
。 

講
演
で
は
地
域
の
建
設
業
者
が
い
か
に

付
加
価
値
を
身
に
つ
け
る
か
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
個
別
に
経
営
相
談 

を
受
け
ら
れ
た
組
合
員
も
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
と
の
こ
と
で
、
弊
社
が
藤
原
先
生 

の
指
導
に
大
き
く
助
け
ら
れ
た
よ
う
に
、

経
営
上
の
悩
み
を
解
決
し
、
改
善
に
つ 

な
が
る
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

上
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
機
等
を

取
得
す
る
際
の
税
制
措
置
優
遇
や
、
金
融
支
援 

を
受
け
や
す
く
な
る
等
の
支
援
を
得
ら
れ
ま
す
。

説
明
後
さ
っ
そ
く
会
場
か
ら
質
問
が
出
た
こ
と

か
ら
も
、
実
効
性
の
高
さ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
髙
芝
調
整
官
に
は
市
町
村
に
お
け
る
中

間
前
払
金
の
普
及
に
も
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

制
度
未
導
入
の
発
注
者
に
対
し
、
業
界
団
体
と

と
も
に
依
頼
し
て
頂
く
こ
と
は
大
き
な
一
助
と

な
り
ま
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
午
前
中
に
桧
原
村
役
場
へ
ご

同
行
頂
き
、
導
入
に
前
向
き
な
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
ひ
き
続
き
ご
尽
力
を
お
願
い 

し
、
中
間
前
払
金
導
入
率
一
〇
〇
％
を
目
指
し 

て
参
り
ま
す
。 

 

成友興業㈱ 城南島第二工場視察研修報告 
 

平成 29 年 9 月 15 日、西多摩建設業協同組合(細沼順人理

事長)は、大田区にある成友興業㈱城南島第二工場へ視察研

修に行って参りました。今回の視察目的といたしまして、多

くの新技術を導入した、先進的な環境浄化施設の土壌処理シ

ステムについて学びました。 

 同社城南島第二事業所の月澤麻衣主任により汚泥・汚染土

壌の処理工程を説明して頂きました。 

Ⅰ[乾式分級]バイブロ篩・PGS 圧力篩等により 100㎜以上

の礫を摘出。→ Ⅱ[湿式洗浄]ウォーターホォール ウォッシ

ャー・ハリケーン等で 40～100㎜・3～40㎜の石、ごみ取機・

サイクロン等で 0.075～3 ㎜の砂を洗浄分別。→ Ⅲ[高度水

洗浄]炭酸マイクロバブル・シルトクリーナー等で 0.032～

0.075㎜の細目砂を更に洗浄分別。→ Ⅳ[水処理設備]濁水処

理により重金属処理を行い脱水ケーキとなる。→ Ⅴ[固化処

理設備]造粒機にて重金属処理を行い、改質土となる。 

この設備により、泥土の再生率 70％、リサイクル率 99％、

処分率がなん 

と１％となり 

経済的に高度 

な処理を実現 

している。 

この施設は東 

京都スーパー 

エコタウン事 

業に採択され、 

最新技術を用 

いて高効率化 

を図る土壌浄 

化プラントと 

なっている。 

更に、土壌汚染調査・化学分析による評価を行う環境分析セ

ンターも兼ね揃えている。 

「建設事業」と「環境事業」を密接に相乗させあうシステム

を中心に据え、機能させている次世代のハイブリットプラン

トは、まさに都市更新を担う我々建設業の模範となるもので

した。 

今回このような素晴らしい施設を視察研修にご提供して

頂いた細沼理事長及び、準備や調整を協力頂いた事業委員の

方々に感謝申し上げます。 

西建協 広報委員会 
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 １０ 月 事 業 報 告  

４日 労働衛生週間 現場パトロール（建災防西多摩分会） 

５日 事業委員会 

１３日 広報委員会 ２７９号編集発行 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 

２５日 西建協若手経営者の会 役員会 

２７日 秋川流域委員会 

 

１１ 月 事 業 計 画 

９日 広報委員会 ２８０号編集発行 

９日 災害対策安全委員会 

１０日 事業委員会 

１３日 総務委員会 

１５日 理事会 

２１日 ２９年度技術講習会開催 （災害対策安全委員会）  

時間 午後６時３０分～ 

会場 あきる野ルピア ３階 ホール 

２２日 多摩地区建設事務所との意見交換会開催 

                 （三多摩建設業連合会） 

２４日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２９年度総会及び研修（講演）開催 

     午後２時～  

羽村市コミュニティセンター 

            

１２月５日 現場安全パトロール   （災害対策安全委員会） 

１２月７日 第１９回 西多摩地区安全衛生大会 

             （建災防西多摩分会） 

日時 １２月３日（木）１３時～１６時３０分  

会場 羽村市 ゆとろぎ  小ホール 

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2018年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技学科士コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（９年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

◇お 知 ら せ◇ 

 

 
 
 
 

 

月日  平成２９年１１月２４日（金曜日）  

時間  １４時から１６時 

会場  羽村市コミュニティセンター 

   研修（講演） 

・暴力団排除ＤＶＤ視聴 

  タイトル 「暴力団がやってきた」 

・講 演 

外国人雇用時の留意点  

暴力団情勢と対応要領について 

    ・講師 

      警視庁オリンピックパラリンピック競技大会 

総合対策本部兼組織犯罪対策総務課 

警視庁組織犯罪対策部第三課暴力団排除第一係 

・質疑応答   

   第 12 回総会 

    ・来賓 

青梅市長 

西多摩建設事務所長 

警視庁青梅警察署長 

警視庁青梅・福生・五日市警察署担当課長他 

 

西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２９年度研修（講演）及び総会開催 
 

平成２９年度 

建設業年末年始労働災害防止強調期間 

期        間 
平成 29年 12月 1 日から 

平成 30年 1 月 15日まで 

スローガン 無事故の歳末 明るい正月 
 

年末年始は、建設工事が輻輳化し、さらに寒冷下での

作業となること等により、労働災害防止に特別の配慮が

必要である。建災防は、会員とともに、年末年始の労働

災害を防止することを目的に、本年度も 12 月 1 日から

平成 30 年 1 月 15 日までの間を建設業年末年始労働災

害防止強調期間として、「無事故の歳末 明るい正月」

のスローガンのもとに展開する。 

 経営トップ、建設現場の管理者等の関係者は、一層の

安全衛生水準の向上を目指し、店社と作業所との緊密な

連携のもとに労働災害防止活動の強化に努めるものと

する。 

 ◇会員が実施する重点事項◇ 

 １ 経営トップ等による特別安全パトロールの実施 

２ 墜落・転落災害の防止 

３ 建設機械・クレーン等災害の防止 

４ 倒壊・崩壊災害の防止 

５ 「STOP！ 転倒災害プロジェクト」の推進 

６ 交通労働災害の防止   

７ 不安全行動による災害の防止 
 


